



































































































































































た、“On the way to Documenta IX.” 1991, Edition Cantz（池田裕行訳『アートはまだ始まったば
かだ　ヤン・フートドクメンタ９への道』1992年、イッシプレス）や、「ドクメンタ９」のカタ















































































































































































宮島と同様に長崎で制作したフィリップ・ラメット Philippe Ramette は、木材で《ヨーロッ
パの視点 European point of view.》《有罪の空間 Space of Gultiness.》そしてミクストメディア
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図１　フィリップ・パレーノ《リアリティパー
クの雪だるまSnowman inRealityPark.》
1995 “Traffic.”CAPCMuséed’artcon-
temporain,Bordeaux,1996. より
図２　宮島達男　《時の蘇生（川）》　TBSテレビ筑紫哲
也 News23「この街がアートで変わる　水の波紋　
ヤン・フートの挑戦」（1995年9月18日放送）より
図３　フィリップ・ラメット　《未来のための空
間》　TBSテレビ筑紫哲也 News23「この
街がアートで変わる　水の波紋　ヤン・フー
トの挑戦」（1995年9月18日放送）より
図４　ピーター・サンティーノ《謝罪 TheApology.》
筆者撮影　1995年9月
図５　川俣正《プレファブリケーション》
筆者撮影　1995年9月
図６　川俣正《プレファブリケーション》
フランツ・ウェスト《たんこぶ》
筆者撮影　1995年9月
－（34）－
図７　ホワン・ヨンピン《竹仏》
　　　筆者撮影　1995年9月
図８　川俣正《コールマイン田川》
　　　筆者撮影　1999年
図９　曽根裕《地名世界一決定戦’95》
　　　筆者撮影　1995年9月
図10　ジェイソン・ローズ《BMW現代美術学校》
　　　筆者撮影　1995年9月
図11　555ArtsAndAct（村上タカシ）《ながさき・検閲
の波紋’95》
　　　「被爆50周年祈念　アートフェスティバル、ながさ
き・水の波紋’95」公式カタログ、1995年、20頁。
